
  

    

             

 
 

  

  

站
椿
功
趣
談 

于 

雷 

站
椿
功
は
気
功
入
門
の
最
も
基
本
の
功
法
で
す
。

動
作
は
簡
単
で
効
果
が
顕
著
、
気
感
強
烈
な
事
で

気
功
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
大
好
き
な
人
気
功
法
で

す
。 站

椿
功
は
気
功
練
功
の
必
修
功
法
の
１
つ
で
す
。

種
類
は
多
種
多
様
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
少
林
寺

站
椿
功
は
特
に
有
名
で

す
。
少
林
寺
武
術
は
唐
代

（
紀
元
６
１
８
ー
９
０

６
年
）
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
少
林
寺
武
術
は
人
間

武
術
の
絶
技
で
す
。 

站
椿
功
は
静
功
で
す
。

多
数
の
人
は
站
椿
功
の

練
功
で
自
発
動
が
出
ま

す
。
站
椿
功
は
一
般
的
に
は
調
心
、
調
身
と
自
然

呼
吸
の
三
大
要
素
を
守
り
ま
す
。
中
心
内
容
は
松

静
意
識
と
姿
勢
で
す
。
特
に
調
身
の
要
求
が
高
い

で
す
。 

 

虚
霊
頂
勁
（
頭
の
上
に
水
が
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た

コ
ッ
プ
を
の
せ
た
ま
ま
、
こ
ぼ
れ
な

い
よ
う
に
首
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
上

げ
る
） 

沈
肩
垂
肘
（
肩
を
沈
め
、
肘
を
垂
ら
す
） 

収
腹
収
臀
（
お
腹
を
収
め
て
、
お
臀
を
収
め
る
） 

含
胸
抜
背
（
胸
を
含
み
、
背
は
伸
ば
す
） 

曲
膝
下
踵
（
膝
を
曲
げ
、
踵
は
下
に
つ
く
） 

内
八
字
足
（
足
は
八
の
字
に
内
ま
た
に
置
く
） 

気
沈
丹
田
（
気
を
沈
め
て
丹
田
に
収
め
る
） 

 

站
椿
功
の
練
功

は
始
め
の
１
５
分

間
が
一
番
辛
い
で

す
。
肩
が
重
く
背
が

疲
れ
て
、
頭
が
固
い

な
ど
大
勢
の
人
が

こ
の
峠
を
越
え
な

い
で
諦
め
て
し
ま

い
ま
す
。
３
０
分
以

上
す
る
と
全
身
の

緊
張
感
が
ど
ん
ど

ん
な
く
な
り
ま
す
。
早
い
人
は
自
発
動
が
始
ま
り

ま
す
。
自
発
動
の
医
療
価
値
は
大
き
い
で
す
。
治

病
、
健
身
の
効
果
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
特

に
難
病
と
持
病
の
人
は
自
発
動
の
全
身
調
整
の
後

で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
な
り
、
自
発
動
が
人

体
潜
在
能
力
を
激
発
し
ま
す
。 

暢
通
気
血
、
疏
通
経
絡
！ 
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自
発
動
は
内
動
と
外
動
の
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

般
的
に
は
小
さ
い
動
き
か
ら
漸
々
大
き
く
な
り
ま

す
。
動
作
が
少
な
い
か
ら
多
く
な
り
ま
す
。
内
容

は
簡
単
か
ら
難
し
く
な
り
ま
す
。
固
い
か
ら
柔
ら

か
い
に
ま
で
な
り
ま
す
。 

自
発
動
の
常
見
表
現
は
以
下
の
数
種
が
あ
り
ま

す
。 

１
、
悲
哭
・
微
笑
・
大
笑
い 

２
、
叫
ぶ
・
歌
う
・
京
劇
の
よ
う
に
戯
れ
る 

六
字
訣
を
発
音
す
る 

３
、
全
身
震
動
・
前
府
後
仰
・
前
進
後
退
・
遊
走

下
踵
・
踊
り
・
動
物
の
動
作
・
拳
術
の
動
き

を
す
る 

４
、
自
行
治
療
・
循
経
点
穴
・
拍
打
・
按
・
揉 

５
、
自
分
に
必
要
な
薬
草
が
わ
か
っ
て
採
る
。 

採
薬
採
花 

６
、
大
気
に
向
か
っ
て
邪
気
を
出
す
。 

日
光
、
星
光
を
採
気
。 

７
、
幻
听
幻
視
幻
影
。 

 

私
が
初
め
て
站
椿
功
を
し
た
の
は
８
才
の
時
で

し
た
。
気
功
の
勉
強
が
２
年
目
の
時
で
す
。
当
時

小
学
校
３
年
生
の
冬
季
で
し
た
。 

学
校
で
は
冬
練
が
あ
り
ま
す
。
冬
練
の
目
的
は

生
徒
達
の
体
質
を
強
く
す
る
為
で
す
。
冬
季
の
朝
、

学
童
全
員
は
“
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
”
で
す
。
時
間

は
朝
の
５
時
か
ら
７
時
の
間
に
行
い
ま
す
。
実
は

私
は
“
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
”
が
余
り
好
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

気
功
勉
強
の
お
陰
で
少
林
寺
還
俗
の
和
尚
と
知

り
合
い
ま
し
た
。
彼
は
少
林
寺
で
修
行
を
１
８
年

し
た
人
で
刀
、
槍
、
剣
、
拳
に
皆
、
精
通
し
て
い

ま
す
。
毎
朝
必
ず
朝
練
を
し
ま
す
。
そ
し
て
私
は

友
達
に
こ
の
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。
み
ん
な
は
一

致
呼
応
し
ま
し
た
。
合
計
６
０
人
が
一
気
に
気
功

を
始
め
ま
し
た
。
彼
に
は
子
ど
も
が
い
ま
せ
ん
。

急
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
来
た
の
で
大
変
喜

び
ま
し
た
。 

「
気
功
の
練
功
な
ら
ま
ず
“
少
林
寺
站
椿
功
”

か
ら
。
」
と
先
生
は
言
い
ま
し
た
。
少
林
寺
站
椿

功
の
一
番
大
事
な
所
は
調
身
で
す
。
気
沈
丹
田
、

自
然
呼
吸
の
他
に
は
曲
膝
、
下
踵
の
深
さ
は
と
て

も
重
要
で
す
。「
出
来
る
だ
け
低
く
し
て
下
さ
い
。
」

と
指
導
を
受
け
ま
す
。
初
め
て
学
ぶ
站
椿
功
で
す
。

私
た
ち
は
要
領
が
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
先
生
は
一

人
一
人
に
要
領
の
説
明
を
し
て
姿
勢
を
直
し
て
ま

わ
り
ま
す
。
北
京
の
冬
は
最
低
気
温
氷
点
下
１

５
℃
で
す
。
寒
い
風
の
中
で
私
た
ち
は
人
生
初
め

て
の
站
椿
功
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
の
站
椿
功

は
厳
し
い
物
で
し
た
。
肩
は
疲
れ
、
足
も
し
び
れ

て
、
首
は
重
く
て
痛
い
し
、
寒
い
風
の
中
で
身
が

震
え
ま
す
。
自
発
動
の
震
え
で
は
な
か
っ
た
で
す
。 

站
椿
功
は
静
功
の
入
門
方
法
で
す
。
動
作
は
簡

単
で
も
気
感
は
強
烈
で
す
。
練
功
３
回
目
の
時
、

膝
の
所
か
ら
自
発
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
べ
て

の
大
地
は
震
動
の
よ
う
な
感
覚
で
暖
か
い
気
が
踵

か
ら
昇
騰
し
ま
し
た
。
身
の
震
え
は
寒
さ
の
震
え

と
は
違
い
、
自
然
で
規
律
が
あ
り
、
と
て
も
気
分

が
愉
快
に
な
る
震
え
で
す
。
腕
が
腫
れ
ぼ
っ
た
く
、

経
絡
の
中
を
暖
流
が
流
動
し
ま
す
。
邪
気
を
外
気

へ
出
し
た
い
欲
望
が
あ
り
、
元
気
満
々
、
精
神
集

中
安
定
、
汗
が
流
れ
ま
し
た
。 

先
生
は
「
あ
な
た
は
小
成
し
た
。
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。 

站
椿
功
は
自
発
動
が
始
ま
れ
ば
極
楽
の
世
界
に

入
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
体
験
で
す
。 

 

  

皆
さ
ん
に
日
本
伝
統
気
功
法
を 

ご
紹
介
し
ま
す
！ 

田
子
養
生
法 

 
 

田
子
養
生
法
は
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
導
引
術
の

代
表
作
で
す
。
動
作
簡
単
、
効
果
顕
著
、
気
感
強

烈
の
特
点
を
持
ち
ま
す
。 

 

田
子
は
姓
名
を
田
中
雅
楽
郎
と
言
い
ま
す
。
田

中
氏
は
国
家
医
官
で
す
。 



１
８
２
６
年
に
田
子
養
生
法
三
式
は
作
ら
れ
ま

し
た
。 

 

田
中
式
の
家
族
は
代
々
、
国
の
医
官
で
す
。
田

中
家
代
々
に
伝
え
ら
れ
た
伝
統
気
功
法
は
多
種
で

数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
“
霊
粉
法
一
番
”

と
い
う
一
般
公
開
さ
れ
な
い
不
思
議
な
効
果
を
出

す
神
奇
な
功
法
が
あ
り
ま
す
。 

“
我
命
在
我
不
在
天
”（
私
の
命
は
自
分
の
手
元
に

握
る
事
。）
こ
れ
は
田
中
家
族
が
世
代
を
越
え
て
守

り
続
け
て
き
た
練
功
名
言
で
す
。 

田
中
雅
楽
郎
は
日
本
気
功
導
引
術
の
祖
師
で
す
。

彼
の
作
っ
た
田
子
養
生
法
は
三
式
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
覚
え
や
す
く
、
特
に
畳
の
上
で
練
習
し

や
す
い
で
す
。 

 

第
一
式 

正
坐
。 

首
を
天
に
伸
ば
す
。
首
か
ら
上

を
左
転
、
正
面
に
戻
し
て
右
転
、
戻
る
。

（
１
２
回
） 

第
二
式 

正
坐
。 

双
手
頭
の
上
高
く
あ
げ
た
と
こ

ろ
で
指
を
組
み
、
択
天
。
腕
を
伸
ば
し

た
ま
ま
身
を
前
に
倒
し
、
そ
し
て
後
ろ

に
反
る
。
身
を
戻
し
て
双
手
は
お
ろ
す
。

（
１
２
回
） 

双
手
下
ろ
し
て
腰
の
横
に
置
く
。 

第
三
式 

親
指
を
労
宮
を
按
し
た
ま
ま
拳
を
握
る
。 

両
手
を
前
に
出
す
。 

身
は
前
向
き
の
ま
ま
腕
を
左
旋
、
右
旋
。

（
１
２
回
） 

双
拳
前
向
き
か
ら
腰
に
戻
す
。
下
按
。 

  

私
は
田
中
三
式
を
練
習
し
て
以
下
の
効
果
が
あ 

り
ま
し
た
。 

 

１
、
消
化
能
力
増
進
。
胃
腸
の
動
き
を
感
じ
る
。 

 

２
、
気
血
流
通
。 

両
腕
、
両
足
の
気
血
の
流
動
が
よ
く
わ
か
る
。

腕
は
熱
く
腫
れ
ぼ
っ
た
い
感
じ
で
気
の
流
動

感
が
あ
る
。 

 

３
、
精
神
愉
快
、
疲
労
消
除
。 

身
は
軽
く
気
分
爽
快
。 

 

田
中
三
式
の
基
礎
の
上
で
皆
さ
ん
に
“
田
中
三

式
行
功
”
を
お
奨
め
し
ま
す
。
于
雷
改
編
で
す
。

動
作
は
す
べ
て
同
じ
で
す
が
正
坐
か
ら
歩
き
な
が

ら
の
功
法
に
改
編
し
ま
し
た
。 

歩
き
な
が
ら
行
う
田
中
三
式
を
是
非
体
験
し
て

み
て
下
さ
い
。 

江
戸
時
代
の
気
功
導
引
法
を
皆
さ
ん
に
推
薦
し

ま
す
。 

  

気
功
自
我
療
法
（
１
） 

唇 

炎 

 

秋
冬
の
季
節
が
来
ま
し
た
。
お
天
気
は
漸
々
乾

燥
し
、
寒
く
な
り
ま
し
た
。
口
唇
は
乾
燥
し
、
唇

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
多
発
す
る
期
間
で
す
。
基
本

的
な
症
状
は
痛
み
が
あ
り
、
話
す
時
や
食
事
の
時

に
大
変
不
便
で
す
。
病
院
へ
行
っ
て
も
あ
ま
り
良

い
方
法
が
な
い
そ
う
で
す
。 

 

原
因
は
練
功
、
運
動
不
足
で
血
液
循
環
が
悪
い

せ
い
で
す
。
そ
し
て
陽
邪
が
あ
り
、
陰
気
不
足
と

い
う
の
が
中
医
学
の
結
論
で
す
。
外
気
の
簡
単
な

方
法
を
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 １
、
内
丹
功  

静
坐 

１
０
分
間 

２
、
両
手
洗
浄 

３
、
両
手
の
中
指
指
先
で
交
替
し
な
が
ら
痛
い
所 

 

を
按
す
る
。
毎
回
２
０
分
間   

３
日
で
良
く
な
り
ま
す
。 

４
、
中
指
は
手
厥
陰
心
包
経
で
す
。 

陰
気
は
栄
養
気
血
、
潤
膚
化
燥
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。 

心
包
の
陰
気
が
中
指
指
先
の
中
沖
穴
か
ら
出

ま
す
。 

陰
経
の
気
は
布
満
患
処
。
陰
陽
調
和
効
果
が

あ
り
ま
す
。 



柿
ジ
ュ
ー
ス 

【
材
料
】 

柿 

５
０
０
ｇ 

上
白
糖 

３
０
ｇ 

湯
冷
ま
し 

適
量 

【
作
り
方
】 

１
、
柿
の
皮
を
剥
い
て
種
を
と
り
ま
す
。 

２
、
柿
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
ま
す
。 

３
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
柿
を
湯
冷
ま
し
の
中
に 

 

入
れ
て
砂
糖
も
入
れ
て
混
ぜ
ま
す
。 

柿
ジ
ュ
ー
ス
の
で
き
あ
が
り 

【
効
能
】 

肺
の
病
気
、
清
熱
、
止
咳
、
潤
肺
、
口
内
炎
、 

吐
血
症
に
良
い
。 

 

玉
米
粥
（
と
う
も
ろ
こ
し
粥
） 

【
材
料
】 

と
う
も
ろ
こ
し
の
粉
５
０
ｇ 

（
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

も
ち
米 

５
０
ｇ 

【
作
り
方
】 

１
、
も
ち
米
を
鍋
に
入
れ
て
水
１
０
０
０
㏄
を
入 

 

れ
ま
す
。 

２
、
強
火
に
か
け
て
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
３ 

０
分
た
き
ま
す
。 

３
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
粉
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
て 

 

更
に
３
０
分
炊
き
ま
す
。 

【
効
能
】 

消
火
増
進
、
養
肝
安
心
、
脾
胃
虚
弱
、
精
神
不
安
、

肺
乾
燥
咳
、
小
便
出
に
く
い
、
胃
の
痛
み
に
適
用
。

お
好
み
で
食
べ
る
時
に
塩
又
は
砂
糖
を
入
れ
て
召

し
上
が
れ 

 

 

《
お
知
ら
せ
》 

気
功
塾 

【
中
級
】 

２
０
１
４
年
１
月 

第
２
週
目
か
ら
ス
タ
ー
ト 

気
功
塾
の
目
的
は
半
年
以
内
で
快
速
外
気
旋
術

の
専
門
人
材
を
作
る
こ
と
で
す
。 

２
０
１
４
年
１
月
１
１
日
か
ら
気
功
塾
中
級
ク

ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

中
級
ク
ラ
ス
の
中
心
内
容
は
眼
科
と
腰
痛
の
外

気
師
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。 

 

日
本
で
腰
痛
に
悩
む
人
は
約
３
千
万
人
い
ま
す
。

大
量
の
施
術
人
材
が
必
要
で
す
。
眼
科
の
状
況
も

同
じ
で
す
。
特
に
学
生
さ
ん
の
近
視
が
多
い
で
す
。

早
く
外
気
技
術
を
覚
え
て
上
手
に
役
立
て
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
れ
は
気
功
塾
の
責
任
と
使
命
で
す
。 

 

気
功
塾
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

于 

雷 

  

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m
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皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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